
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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長野信用金庫について
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

月例調査レポート

中野市と小布施町の間に広がるこの一帯は、かつては「遠洞湖」という湖だったそうです。
室町時代の延徳年間に耕作地として開発され、これが延徳という地名の由来になっています。
この地を二年ぶりに訪れた冬の使者たち。コロナ禍の暗いニュースばかりが目立つ昨今です
が、時折見せる白鳥のダンスは、さながらバレエ組曲のように優美なものでした。

■ 長野しんきん月例調査レポート
■ 企業アンケート 2021年の経営見通し ②
■ インタビュー 変革期の経営ビジョン
■ 北信濃  江戸時代の風景 （78）伊能忠敬、須坂から松代城下へ
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延徳田んぼ
「４羽の白鳥の踊り」
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　北信地区の景気判断　［良い］４％、［悪い］61％の
景気判断Ｄ･Ｉは▲57で、昨年より12㌽悪化しています。
　自社の業況が上向く転換点　「すでに上向いてい
る｣は９％で、昨年より２㌽改善。「業況改善の時
期はわからない」は30％となり、昨年より18㌽改善
しています。

　「北信地区の景気は、良いと感じているか」を聞
きました。
　全産業では、「良い」（0.4％）と「やや良い」（4.0％）
を合わせた［良い］は４％、｢やや悪い」（37％）と｢悪
い」（24％）を合わせた［悪い］は61％、「どちらとも
いえない」は34％でした。［良い］から［悪い］を引い

た北信地区景気判断Ｄ･Ｉは▲57となり、昨年（▲45）
より12㌽悪化しています。
　従業員規模で見ると、30人未満の▲58（［良い］
５％・［悪い］63％）に対して、30人以上は▲53（［良
い］３％・［悪い］56％）となりました。

    

◇４業種（全産業比）
　製造業　［良い］４％、［悪い］58％の景気判断Ｄ･Ｉ
は▲54で、30人未満が▲62、30人以上が▲38です。
　建設業　［良い］８％、［悪い］49％の景気判断Ｄ･Ｉ
は▲41で、30人未満が▲42、30人以上が▲40です。
　卸小売業　［良い］２％、［悪い］71％の景気判断
Ｄ･Ｉは▲69で、30人未満が▲78、30人以上が▲25

です。
　サービス業　［良い］２％、［悪い］73％の景気判断
Ｄ･Ｉは▲71で、30人未満が▲57、30人以上が▲94
です。

　「自社の業況が上向く転換点は、いつ頃になる
と見通しているか」を聞きました。
　全産業では、「すでに上向いている」が９％、「６
カ月以内」が９％、「１年後」が14％、「２年超」が
２％、「新型コロナウイルス終息以降」が32％とな
りました。「業況改善の時期はわからない」は30％
で、昨年より18㌽改善しています。
　従業員規模で見ると、「すでに上向いている」が
30人未満５％に対して30人以上20％の15㌽差、「１
年後」が30人未満15％に対して30人以上10％の５㌽
差となりました。「わからない」は30人未満30％に
対して30人以上28％の２㌽差となりました。ほか
は僅差です。

◇４業種（全産業比）
　製造業　「すでに上向いている」（12％）と「６カ
月以内」（14％）が他業種に比べ最も高くなりまし
た。他方「新型コロナ終息以降」（22％）は他業種
に比べ最も低くなっています。
　建設業　「わからない」（43％）が他業種に比べ最
も高くなりました。他方「すでに上向いている」（６
％）と「上向きは困難」（０％）は他業種に比べ最も
低くなっています。
　卸小売業　「２年超」（５％）と「上向きは困難」（７
％）が他業種に比べ最も高くなりました。他方「１年
後」（９％）は他業種に比べ最も低くなっています。
　サービス業　「１年後」（20％）と「新型コロナ終息
以降」（51％）が他業種に比べ最も高くなりました。
他方「６カ月以内」（０％）、｢２年超」（０％）、｢わか
らない」（20％）は他業種に比べ最も低くなっています。
◇次号は「業界の市場の将来性」と
　　　 「重点的に取り組みたい経営課題」を予定
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　今年度は伊能忠敬の『測量日記』を読みながら、
北信濃の伊能忠敬の足跡をたどります。また伊能
忠敬が作成した「大日本沿海輿地全図」（大図）の該
当部分を紹介します。
　伊能忠敬の測量隊が、享和２年（1802）10月の第
１回に引き続き、２回目に北信濃を測量したのは、
12年後の文化11年（1814）のことでした。飛騨から
野麦峠（松本市奈川）を越えて信州に入った一行は、
善光寺を経て、５月３日（現在の暦で６月20日）に
須坂に宿泊しました。

伊能忠敬の『測量日記』より
５月４日（現在の暦で６月21日）
須坂から川田宿まで
　晴天また曇。六つ時（午前６時）に須坂を出発。
下町（春木町）から測量を始め、小山村の枝村八幡
村の墨坂神社前までは12町30間（約1364m）でした。

（78）伊能忠敬、須坂から松代城下へ

ここは延喜式内社で、祭神は仲哀天皇・応神天皇・
神功皇后で、祭礼は8月15日です。
　市川（百々川）を渡りましたが、川原だけで水が
ありません。雨が降れば山々から水が流れ落ち、
川となります。天領の米持村を通り、水のない鮎
川の50間ほどの川原を渡って、幸高村を過ぎると、
井上村です。ここは大笹街道の仁礼宿方面への追
分です。（ここまで須坂市、以下長野市）
　須坂藩領の綿内村牛池、同村大橋と過ぎて、一
旦街道をはずれ、千曲川と犀川の合流点の更級郡
牛島村までを測量しました。街道に戻り、菱川（保
科川）を渡って、松代藩領川田村の又右衛門方（西
澤家）で休憩しました。
川田宿から松代城下まで
　川田宿を出ると左側に諏訪社（町川田神社）が
あります。関崎には左側に不動堂があり、大室村
には右側に諏訪社（高井大室神社）があり、左に２

よ ち

町ほど入った所に臨済宗（実
際には曹洞宗）の禅福寺があ
ります。
　埴科郡に入ると松代藩領
の東寺尾村で、鳥打峠を越
えると、左上30間ほど（約
54m）の山上に愛宕社があり
ました。関屋川（蛭川）の土
橋を渡ると、左に30間ほど
入った所に真言宗の福徳寺
があります。右には真宗の
万徳寺（正しくは万法寺）があ
り、左に30間ほど入った所
には浄土宗の長明寺があり
ます。横町の名主吉兵衛方
で休憩しました。
松代城下
　真田氏十万石の城下である松代は、家が393軒
（武士は除く）あります。荒神町、中町と進むと、左
に１町ほど入った所に浄土宗の西念寺があります。
曹洞宗の長国寺は、真田幸隆が開基の寺です。延
喜式内社の祝神社は、健御名方命と事代主命をま
つっており、今は諏訪社と呼ばれています。

「大日本沿海輿地全図」（大図）を見る

　「大日本沿海輿地全図」の、須坂（左下）から松代
（右上）までの部分です。下が北で、上が南です。
右上から中央下に向かって、千曲川が流れていま
す。伊能忠敬の測量隊が歩いた道は、細い線で表
されています。
須坂から牛島村まで
　須坂の出口は現在の本町通りの中町交差点で、
丁字路として描かれています。笠鉾会館やクラシ
ック美術館の前を通る道が、松代方面に通じる街
道（谷街道）です。道は右に折れて、墨坂神社の前
を通ります。ここは「小山村枝」の「八幡村」です。
百々川と鮎川を渡ると、「井上村」です。井上は井
上氏が興こった歴史のある地で、「古城」が描かれ
ています。
　この先は長野市若穂地区で、「綿内村」にはたく
さんの枝村があります。ここから千曲川と犀川の
合流点方面に線が描かれていて、「牛島村」（長野
市若穂牛島）まで測量が行われたことを示してい

ます。「牛島村」はこの図では千曲川の両岸に分か
れていて、「更科郡」（更級郡）であることが記され
ています。「牛島村」は明治22年に川田村と合併し、
上高井郡に属しました。現在の牛島は千曲川の右
岸に集落がありますが、堤防内の土地を含めると
千曲川の両岸にまたがっています。
川田宿から松代城下まで
　保科川を渡ると「川田村」で、川田宿が富士山の
頂上のような直線で描かれています。この宿場は、
屋代宿で北国街道と分かれ、松代宿、川田宿、福
島宿、長沼宿、神代宿を経由して牟礼宿に通じる
北国脇往還の宿場として栄えました。
　「大室村」（長野市松代町大室）は元々高井郡に属
していましたが、明治22年に寺尾村に合併したた
め、埴科郡に所属が変わりました。鳥打峠を越え、
「東寺尾村」に出て蛭川を渡ると、松代城下に入り
ます。

伊能忠敬の測量データ（『大日本沿海実測録』より）
　須坂下町～綿内村　　１里22町54間（約6426m）
　綿内村～川田宿　　　12町31間（約1365m）
　川田宿～松代伊勢町　２里２町25間（約8118m）
　　　　　　　　　    　（１里＝36町、１町＝60間）

３月号は「伊能忠敬、松代城下から下戸倉宿へ」の
　　　　予定です。

川田宿の本陣・問屋を務めた西澤家
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